
16 02 02 02 04 00 子ども・子育て支援交付金（経常分） 63 65 66 △1

17 02 02 03 05 00 子ども・子育て支援補助金（経常分） 63 65 66 △1

差引一般財源 △126 6,286 △132 6,418

　　　様式第２号(事業別概要) No.

款 大事業

項 中事業

目 担当所属

予算種別 補助/単独 事業区分
前年度

増減額
前々年度 5年間計画額

当初予算額 決算額

実施計画

本年度事業費 (歳　入) (歳　出) 財源内訳 一般財源

本年度当初要求額 本年度当初要求額

本年度当初査定額 本年度当初査定額

＜事業に関する説明＞

（事業の概要） （事業の目的） （事業の効果）

（事業実施上の問題点） （前年度からの見直し点） （見積についての特記事項）

節 本年度 前年度 増減額

特
定
財
源

款 項 目 節
細
節

細
々
節

歳入特定財源科目名称 本年度 本年度 前年度 増減額
当初査定額 当初予算額 要求額 査定額 予算額

令和 4年度  一般会計 予算内示 事業別概要書（当初）
3. 民生費 1. 家庭児童相談事業

3. 児童福祉費

2. 児童措置費 こども家庭課

（佐倉市）　　

-

令和 3年度 -

経常 単独 通常 0 0 5,165
令和 4年度 -

令和 5年度 -

令和 6年度 -

令和 7年度 -

国庫支出金 県支出金

126 63 63 △126

130 6,416 65 65 6,286

子どもの福祉に関する様々な相談に応じます。支援の必 ・児童虐待の防止を目指し、関係機関との連携と協力の ・児童虐待防止の周知、児童虐待の早期発見、早期対応

要な家庭に対し、児童虐待防止ネットワークにより、児童の安全確認と もとに、早期発見・早期対応、虐待を受けた子どもとその家族への支援 、育児不安感の軽減を図ることができます。

家庭への支援を行います。 を行います。例えば、児童虐待の未然防止、早期発見・早期対応を図る

ため相談及び支援体制の充実に努めます。

相談内容が複雑で、かつ複合的な問題を抱えてい 3-1-1DV対策事業から、8 旅費及び13 使用料を移 会計年度任用職員共済費（社会保険料）について

る方が多いため、支援が困難なケースが多くなっています。 行・統合しました。これにより効率的な予算運用及び補助対象金額の増 は、料率の変更に伴い大幅に増額しています。

額が見込まれます。

01 4,236 4,204 32

03 816 860 △44

04 1,008 773 235

07 40 40 0

08 121 154 △33

10 146 147 △1

13 36 23 13

18 13 13 0


